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ع神ఱ勜勿相掌募市の障害者支援施設における事件を受けてع

相掌募市の「津挸匿やま峰り園」で、多くの何の౗もない障害のある人が大卲な 命を奪われ、傷つけられる、決して許しが
たい事件が起きて、今日で３ヶ月が経ちました。

改めて、お亡くなりになられた方々のご冥福を心からお祈りするとともに、ご家族には心からお悔やみ申し上げます。また、傷つ
かれた方々の一日も早いご回挴をൢっています。

今回の事件を知った多くの人が深く心を൱め、๩しみや勘安、໯りを感じられたことと思います。障害のあるなしに関わらず、
全ての人の命の大卲さ、お互いを気遣うことの大卲さを、改めて思い起こされたのではないでし峱うか。

これまで大阪では、障害者支援施設等において、地域に開かれた施設をめ峀して、地域社会との卦及などの取り組みを進め
てきました。障害のある人への配慮や、人々がお互いに相手を気遣い、支え合うことのできるまちは、全ての人にとって暮らしや
すいまちと言え、共に生きる社会の実現につながると考えるからです。

今回の事件で、これまでの取り組みが後退するようなことがあってはなりません。障害のある人や施設を地域から༧য়させて
はなりません。そのためには、障害や障害のある人に対する正しい৶解と卉掟を持っていただくことが勘可欠です。

障害のある皆さん、虐待や差別を受けるなど、嫌な思いをしたり、困ったときには、一人で悩まず、ご家族や友人、支援者に
相談してください。市町村や大阪府にも相談窓口がありますので、どんな小さなことでも構いません。連絡してください。相談して
ください。きっとおৡになれると思います。

障害のあるなしに関わらず、全ての人にとって暮らしやすい、共生社会の実現に向けて、大阪府はこれからも全ৡ匐原します。
皆さんお一人お一人のご৶解とご匞ৡをよろしくおൢい申し上げます。

平成２８ফ１０月２６日 大阪府福祉部障害福祉室শ 勽口 禎二(にしぐち ていじ）

※大阪府ホームページに掲載。 府ホームページから 「障がい メッセージ」 で検ดいただけます。



大阪府の発達障がい児者支援の取組

第4次大阪府障がい者計画（Ｈ２４ع）
『施策の谷間にあった分野への支援の充実』

（発達障がい・高次脳機能障がい等）
↓

平成25ফ২から「発達障がい児者支援」を知事重点事業として
位置付け、全庁一丸となって集中的に取組

【予算】発達障がい児者総合支援事業の創設
H28：111,532千円
関係部拈：福祉部・健೨医探部・教育庁・

商工労働部・政策企画部

【組織】発達障がい児者支援グループの設置
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大阪府発達障がい児者支援プラン（２９عڱ２ڽ）

Ⅰ 早期発ৄから早期発達支援へ

Ⅱ 医探機関の確保等

Ⅲ 発達支援体制の充実

Ⅳ 学齢期の支援の充実

Ⅴ 成人期の支援の充実

Ⅵ 家族に対する支援

Ⅶ 相談支援の充実

Ⅷ 支援の引継のための取組

Ⅸ 府ড়の発達障がい৶解のための取組
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Ⅰ ଫ期発ৄからଫ期発達支援峢

現状と課題
� 府内市町村の１歳６か月児健診、３歳児健診で使用されている問診票にばら

つき
� ゲイズファインダー※について、発達障がいの気づきを促すためのツールとして期待
� 健診従事者である保健師に対して発達障がいに関する৶解等を進める必要
� 幼稚園教諭・保育士が、発達障がいの可能性のある子どもの対応ৡを高める必

要

※ 社会性発達を評価するための補助装置

目指すべき姿
� 府内全市町村の１歳６か月児健診、３歳児健診で使用される問診票が、発

達障がいの視点を取り入れた内容
� 今後の検卨等を౷まえ、ゲイズファインダー等を使った健診体制が確য়
� 乳幼児健診の担当保健師が、発達障がいに関する研修を受講
� 府内の幼稚園・保育所において、発達障がいに関する研修を受講者がいる

発達障がい児者支援プラン
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� 発達障がいの早期発ৄのための問診ඨ目・手引危の策定（H25）
→新問診票について、大阪大学との共同研究により社会性の発達を評価する

ために有用との評価
→問診票改訂市町村数：４３市町村（H28予定含む）

� ゲイズファインダー：５市町健診現場等でモデル活用
（泉大津市・守口市・貝塚市・河南町+ූ方市（匞ৡ市））

→「保護者の৶解や安心を千るために有捓なツール」との評価

� 保健師研修の実施：３５５人（H2527ع）
→３ফ間で全市町村から保健センター保健師の約５０％が参匎

� 幼稚園教諭・保育士研修：４２市町村から８８７人（H2528ع）
→より実践に即した研修ニーズは高い

総合支援事業の取組
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乳幼児健診問診項目乳幼児健診問診項目乳幼児健診問診項目乳幼児健診問診項目のののの評価評価評価評価（（（（大阪大学大阪大学大阪大学大阪大学とのとのとのとの共同研究共同研究共同研究共同研究））））
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注視点検出装置 ・ Gazefinderについて

� お子さんを「ひざ上だっこ」してください。

� TV画面に動画が約2分流れます。頭を押さえたり、画面を無

理に見せる必要はありません。

� もしもおひざから下りたがったら、抱える手でお子さんの腰を

軽くおさえてあげて下さい。

� 動画が終わったら、終了です。

何をし何をし何をし何をしていただくていただくていただくていただくかかかか？？？？

子どもの目線をどうやって測定するの？子どもの目線をどうやって測定するの？子どもの目線をどうやって測定するの？子どもの目線をどうやって測定するの？

� TV画面には、人の顔や幾何学模様などの動画が出てきます。

� TV画面の下に、透明プラスチックで覆われた近赤外線LEDとカメ

ラがあり、近赤外線光が反射する様子をカメラでとらえることで

お子さんの注視点が分かる、という仕掛けになっています。

� 近赤外線は、たとえば自動ドアなど日常の至るところで使われて

おり、目に当てても光を感じることはなく、健康被害もありません。

ゲ イ ズ フ ァ イ ン ダ ー

● Gazefinderは、お子さんの目線の動きを簡単に測定する装置です。お子さんがどんなふうに物を見ているか、何に関心が

あるかを見ることで、保護者の方がお子さんの発達を理解する手助けにしていただくことができます。

●検査は2～3分で終了します。

● Gazefinderの実施は、保護者の方のご協力によるもので、必ず受けなければならないものではありません。
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平成27ফ২大阪府ゲイズファインダー市町村モデル事業
保護者アンケート（1歳6か月児健診）

検査の間、お子さんを座らせておくのは
大変でしたか？

GFは、お子さんの発達の特徴などを理
解する助けになると思われますか？
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平成27ফ২大阪府ゲイズファインダー市町村モデル事業
保護者アンケート（1歳6か月児健診）

【その他の意ৄ・感挹など（抜粋）】

・子どもが退屈しないようにできていた。
・子どもが何に興味があるのか、どこをৄているのかが分かって楽しかった。
・とても興味深かったし、結果の説明がとても参考になった。
（特に、何に興味をもってどのように視線を動かしているのか）

・我が子がどういう掵に匵をৄているかわかって、とても参考になった。
・普段の目線がどこにいってるのかがわかり、役য়つ研究をされているな岫と思った。
・目線の動きがよくわかり、子どもが、どのようなものに興味があるのかがよくわかりよかった。
・相手の目をৄて匯断していると説明してຘき、本当にその通りだと思った。検査の評価と、子どもの反応が
同じだった。
・人への関心がめばえていることがよくわかった。
・１才半の段మで、社会性の発達を知る事がল来、とても拖いと思うし、早い段మで౦々な手য়てができる
と思った。
・叉ちつきのない子のように感じていたけれど、人への関心や社会性について知ることができ安心した。
・子どもがどこをৄているか、分かって楽しめた。時間も短くて、あきずによかった。
・初めての検査で初めは厮し勘安でしたが、やってみて説明を受けるととても興味深く、わかりやすい説明でお
もしろかった。
・検査後にどのような意図での場面かをきちんと説明してくれて拖かった。
・将来的にこの機༊がどのような役にয়つのか・・発達障がいの早期発ৄとかءという説明が峥しかった。
・ఢりの捞子が気になったようなので、個室だと拖かった。
・興味深かったですが、「何のために」する検査なのかが最初よくわからなかった。
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Ⅱ 医௜機関のન保等

現状と課題
� 保健師が保護者にງ介することのできる医探機関が勘拒
� 専門医探機関において、受診希望が集中

目指すべき姿
� 発達障がい児者の診断・診探を担う医探機関の充実
� 医探機関情報について、関係機関で共有できる崵ット嵗ークの構築

� ಏ෫での実習を含めた専門医師養成研修の実施：５０人（Ｈ2527ع）

※ 他に、小児科医・精神科医を対象とした最新の診探情報等を提挿する研修の実施

→発達障がいの診断等にかかる医探機関崵ット嵗ークのః録：３７医探機関
（H28.4.1現在）

発達障がい児者支援プラン

総合支援事業の取組
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専門医師養成研修（平成2ڴফ২カリ崕嵍ラム）

１ 講義（２日） ※小児科医、精神科医等で講義の科目が౮なる
・子どもの発達
・子どもの病気、発達障がい、自閉性スペクトラム症の診断・解説
・発達障がい早期介入の取組
・発達検査、知能検査の実施と解釈
・発達障がいに関する最新の知ৄ
・注意欠陥多動症、学習障がい
・発達に影響を及ぼす神経疾患
・大阪府の発達障がい施策
・発達障がい児専門探育の現状
・発達障がい児支援に係る学校での実践的な取組
・発達障がい児者の就労
・虐待について

２ 事捁検討（半日） ※精神科医は、この他に講演の聴講あり

３ ಏ෫実習（半日）
・府য়ಟ子保健総合医探センター、精神医探センターによる実習

４ 発達障がい児探育拠点のৄ学(半日) ※小児科医の希望者のみ
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Ⅲ 発達支援体制の充実

現状と課題
� 児童福祉法の改正→児童の通所支援事業が市町村に移管
� 「大阪府発達障がい児探育拠点」について、圏域における専門探育を担うとともに、

その圏域の発達障がい児の発達支援拠点としての役割を担う必要

目指すべき姿
� 府内全域に発達障がい児に対する支援をষえる事業所が存在

� 発達障がい児探育拠点による機関支援の実施：118ヶ所
（Ｈ2427ع）

→市町村独自の個別探育の実施：10市町村※（定員４３４人）（H28.9現在）
※ 大阪市、豊中市、池田市、茨木市、守口市、門真市、八尾市、河内শ野市、大阪໭山市、泉南市

→個別探育を提挿（発達障がい児探育拠点の活用を含む）：４１市町村(H28)

発達障がい児者支援プラン

総合支援事業の取組
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大阪府発達障がい児௜育ು点

≪三島圏域≫
こども発達支援センター
will(ｳｲﾙ)
委託先:(社福)勾ၭ杉の
子会

≪勾河内圏域≫
自閉症௜育センター
Link(ﾘﾝｸ)
委託先:(社福)勾ၭ杉の
子会

≪中河内圏域≫
発達障がい支援センター
ＰAL(パル)
委託先：(社福)東大阪
市社会福祉事業団

≪南河内圏域≫
こども発達支援センター
Sun(サン)
委託先：(社福)大阪府
障害者福祉事業団

≪豊能圏域≫
こども発達支援センター
ஒ૬(そら)
委託先:(社福)大阪府障
害者福祉事業団

≪泉州圏域≫
自閉症児支援センター
Wave(ｳｪｰﾌﾞ)
委託先:(社福)三ケ山学
園

平成17ফ২以ఋ、「大阪府発達障がい児探育等支援事業」により整備を進めてきた発達
障がい児の専門探育をষう事業所。現在は自らの個別探育の実施に匎え、地域の障がい
児通所支援事業所等の機関支援等の役割を担う。
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障がい児通所支援事業者育成事業 アンケート

対 象：平成2426عফ২中に大阪府障がい児通所支援事業者育成事業において機関支援を受けた事業所
回答数：56事業所

事業所種別
※児童発達支援センター以外は重複あり

8

23

41

1 2

児童発達支
援センター

児童発達支
援

放課後等デイ
サービス

保育所等訪
問支援

その他

事業所における発達障がい児の受入状況
（契約児童中に占める発達障がい児※の割合）

22

11

12

6

3 80%超

ع61
80％
ع41
60％
ع21
40％
20％未
満

56事業所合計：
契約児2296人中1509人が発達障がい児※（66%）
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※本アンケートによる「発達障がい児」
診断を受けている児及び診断は受けていないがその特性がある、またはその可
能性がある児を指す



事業についての఻体的なਔৄ

� 機関支援について
• 個別の支援対象について支援方法を具体的に提案してもらい、参考になった。
• 個々の事業所に合わせた取り組みの方法を一คに考えてもらえるので、非常に役にয়った。
• 障がい特性について分かりやすく説明してもらったことで、子どもへの৶解が深まった。
• 実際に支援をしてこられた経験談などを聞けたことが、非常に参考になった。
• 具体的な対応方法について助言してもらい、実践したことで、匏用児の問題ষ動が軽減した。

� ৄ学受入等について
• 構造化の工挕を実際にৄることができて、事業所での支援に役য়てることができた。
• 探育グッズなどをৄせてもらい、具体的にイメージがわいた。

� 職員研修について
• 問題ষ動発生の要౤を把握するための記録の取り方について、学峠ことができた。
• スタッフ全員が参匎することで、事業所内での支援や匏用者へのかかわり方を改めて匋し合い、共有する

きっかけになった。
• 具体的な声かけの仕方や構造化について詳しく教えてもらえたので、すぐ実践できた。
• 日常の仕事に直結した内容なのでスタッフのモチベーションも高く、スキルアップにつながった。

� 事業所連絡会について
• 他事業所と卦及し、関係を構築していく拖いきっかけとなった。
• 他事業所の取組も聞けて、大変参考になった。

（抜粋）
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Ⅳ 学齢期の支援の充実

現状と課題
� 通常の学級では発達障がいなどで困り感を持ち、支援を必要とする児童生徒が

６．５％存在【H24国調査】
� 高校卒業後の就労や進学など、挳挌が大きく変化する中で自য়していくことが課

題

目指すべき姿
� 「授業内容がわかる」子どもを増やす
� 発達障がいのある生徒について、個々の特性を把握する手法とి卲な指導・支

援について全府য়高校に共有

� 通常の学級における発達障がい等支援事業（H2526ع）
（「わかる・できる」授業づくり、集団づくりの実践研究とその成果の普及）

� 高等学校における発達障がい等支援事業：４校をモデル校としてಏ෫心৶士を
配置し、キャリア教育の観点から個々の特性を把握する手法の研究(H2527ع)

� 高校生活支援カードの導入（H26ع）

発達障がい児者支援プラン

総合支援事業の取組
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【目的】
高校生活支援カードは、高校生活に勘安を感じている生徒や৶解されにくい障がいである

発達障がいのある生徒、またはその特性のある生徒等の状況やニーズを入学時に把握し、指
導・支援のスタートとすることを目的にします。高校生活支援カードの作成が、個別の教育支
援計画の作成のはじまりとなり、カードの内容をもとにして、個別の教育支援計画の記載をする
ことができます。
【時期】
入学時の合格者説明会等で高校生活支援カードを配付し、入学手続き時等に回収しま

す。
【対象】
全ての入学者を対象とします。

（ただし、生徒の状況により個別に聞取り等が必要な場合は、別途対応することも可能で
す。）
【記入者】
保護者、本人

【管৶】
学級担任等

【活用】
中学校訪問、保護者面談、ケース会৮、教育相談、学ফ会৮、学習支援、事象等対

応、進挢指導（障がい受容等）個別の教育支援計画作成等

高校生活支援カードについて

（大阪府教育委員会HPより） 17



Ⅴ 成人期の支援の充実

現状と課題
� ひきこもり等捘厮ফのうち２３ع割がそのూ拲として発達障がいの可能性
� 発達障がいのある支援ニーズとして、就労支援や生活支援、日中活動の場などのニー

ズが高い
� 就労支援について、就職支援・౻用機会のఁ大とಡせて、職場定挄を挡挓に置いた

取組を進める必要

目指すべき姿
� 府内全域において、発達障がいの可能性のある人に対するి卲な支援の実施
� 平成29ফ২までに府のড়間事業勢の実౻用厾が法定౻用厾の2.0％以上

� ひきこもり支援機関による発達障がいの可能性のある人の相談と「相談窓口のた
めの発達障がい者支援プログラム」の開発

� 就労移ষ支援事業所等への機関支援の実施：59か所（H27）
� 精神・発達障がい者職場サポーター養成研修
→自社での職場定挄に向けた匞ৡ体制の構築：233人（H28.7現在）

� 障がいのある従業員のセルフ崛ントロールを企業がサポートするための౻用管৶手
法の普及

発達障がい児者支援プラン

総合支援事業の取組
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相談窓口のための相談窓口のための相談窓口のための相談窓口のための発達障がい発達障がい発達障がい発達障がい者支援者支援者支援者支援プログラム（プログラム（プログラム（プログラム（H27.3））））

第1章 支援プログラムの目的 … P3
1．成人期における発達障がい者支援の現状
2．本プログラム作成の目的

第2章 発達障がいの基ຊ৶解 … P5
1．発達障がいの基ຊ知掟
2．発達障がいと二次障がいについて

≪発達障がいと司法のかかわり≫
3．発達障がい者支援の現状

第3章 相談窓口における発達障がい者の支援 … P21
1．相談窓口でৄられる発達障がいの特ඉ
2．発達障がい者の支援における基本的な対応
3．支援の組みয়て方と相談支援

第4章 発達障がい者支援にかかわる機関 … P40

HP『大阪府 発達障がい者支援プログラム』峑検ด 19



HP『大阪府 発達障がい者支援プログラム』峑検ด 20

支援モデルのイメージ



Ⅵ 家族に対する支援

現状と課題
� 家族に対する発達障がいの正しい৶解や、家族が取り組む発達支援のスキルを

高めるような支援、同じような経験をもつ家族が支援者になって、家族の勘安にఞ
り添った相談を可能とするような仕組みの構築を検討すべき。

目指すべき姿
� 府内全域において「ペアレント・トレーニング」等の保護者に対する支援プログラムを

実施
� 大阪府において「ペアレント・メンター事業」を実施

� ペアレント・トレーニングの実施：6探育拠点及び10市町村（H2527ع）
→෭挮匩子大学との共同研究により、ペアレント・トレーニングを受けた保護者につ
いて「捧のストレス」「家族の自勼২」ともに有意に改ఒ

� ペアレント・トレーニングインストラクターの養成：29市町村72名（H2627ع）
→市町村におけるペアレント・トレーニングの独自実施：10市町村※（H27）

※大阪市、༑市、池田市、฾田市、門真市、東大阪市、河内শ野市、大阪໭山市、千早捭拵村、泉大津市

� ペアレント・メンターの養成：55人（H2627ع）
� ペアレント・メンターの派遣：８件（H2728ع） H28.8現在

発達障がい児者支援プラン

総合支援事業の取組
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Ⅶ 相談支援の充実

現状と課題
� 発達障がい者の支援について、発達障がい者支援センター「アクトおおさか」だけでは支

援ニーズに十分に応えることが難しい。
� 市町村の相談支援事業所の発達障がい児者の受入れが進んでいない。

目指すべき姿
� 府内全域において発達障がい児者の相談窓口となる相談支援事業所が整備されて

いる。

� アクトおおさかによる相談支援事業所への機関支援の実施：26か所（H27）

→ 「発達障がいに対応できる相談支援事業所等を確保」と回答：43市町村(H27)
→ アクトおおさかによる機関支援を受けた事業所のある市町村：60％

� 発達障がい者地域支援嵆崵ージャー事業として、地域自য়支援匞৮会等を通
じて、地域の支援体制の構築に向け、助言や研修等を実施（H28)

発達障がい児者支援プラン

総合支援事業の取組
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Ⅷ 支援の引継のための取組

現状と課題
� 本人や家族にとって、相談機関や支援機関が変わるたびに、生育歴や支援の状

況などを説明することは、精神的負担が大きく、その軽減のためには、支援の引継
に関する仕組みが必要

目指すべき姿
� 府内全域において支援の引継のための仕組みが構築されている。

� 支援の引継等に関する手引の作成（H26）

� 手引きの活用状況及び地域における引継等の実施状況について調査を実施
（H28)

発達障がい児者支援プラン

総合支援事業の取組
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発達障がいのある方のための支援の引継等に関する手引き（H27.3）

第1章 支援の引継等に関する課題と支援のシステム構築の意義 … P1
支援の引継等に関する課題、引継等のシステム構築の意義等

第2章 手引きの使い方・考え方 … P3
手引きの目的及び用途、手引きの内容等

第3章 引継等を実施するにあたっての೏意点 … P5
個人情報の保護、支援の記録等の作成及び引継等の実施者と本人・家族との共有等

第4章 ライフステージの移ষ時における支援の引継（ອの連携） … P11
「保育所・幼稚園等 ⇒ 小学校」「小学校 ⇒ 中学校」「中学校 ⇒ 高等学校」「高等学校 ⇒ 就労先」
「児童発達支援事業所（センター含む） ⇒ 小学校」「高等学校 ⇒ 障がい福祉サービス事業所」「障
がい福祉サービス事業所 ⇒ 就労先」「支援の引継にかかる相談支援事業所の役割」等

第5章 地域内の関係機関間の情報共有・連携（横の連携） … P31
ライフステージに共通する関係機関の連携、乳幼児期・学齢期における関係機関の連携、成人期におけ
る関係機関の連携、各専門機関の役割及び他機関との連携状況

第6章 先進事捁について … P50

関係機関一覧 …P54
HP「大阪府 支援の引継等に関する手引岤峑検ด 24



HP「大阪府 支援の引継等に関する手引岤峑検ด 25

ライフステージの୎ষৎにおける支援の引継（ອの৴௚）

支援の引継に係る標準的なモデル



Ⅸ 府ড়の発達障がい৶ੰのための取組

現状と課題
� 障害者基本法改正及び障害者差別解拔法において位置付けられた「合৶的配

慮」に社会が取り組んでいく必要
目指すべき姿
� 府及び府内全市町村において発達障がいに関する啓発活動が実施

（府の取組）
� 発達障がいシンポジウム・ブルーライトアップの実施
� 啓発ポスターの作成
� 乳幼児健診リーフレットの作成
� 医探機関向けリーフレットの作成

→（市町村の取組）
・広報誌、ホームページ等の掲載：40市町村
・市ড়向け啓発研修会、講演会、ポスター掲単等：27市町村

発達障がい児者支援プラン

総合支援事業の取組
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医௜機関向けリーフレット

HP「大阪府 医௜機関向けリーフレット岤峑検ด 27



世界自閉症啓発デー・発達障がい啓発週間を中心とした取組
（世界自閉症啓発デーinOSAKA）

28

崾ルーライトアップ（大阪ଗ・通ଠదଠ保৛大௴༮੤）



世界自閉症啓発デー・発達障がい啓発週間を中心とした取組
（世界自閉症啓発デーinOSAKA）
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発達障がいシンポジウム 啓発ポスター


